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世
界
遺
産
登
録
を
推
進
す
る
会
理
事
の
 星
 

ほ
し

 野
 
の

 一
  仁
 氏
に
よ
る
足
尾
銅
山
関
連
画
像
上

か
ず
 ひ
と

映
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
は
、
足
尾
銅
山
の
世
界
遺
産
登
録
を

目
指
し
、
引
き
続
き
文
化
財
の
指
定
と
保

存
管
理
、
足
尾
銅
山
の
価
値
証
明
、
普
及

啓
発
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

  世
界
遺
産
登
録
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
足
尾
銅
山
の
価
値
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
は
、
産
業
遺

２５

産
見
学
会
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

恐
産
業
遺
産
見
学
会

見
学
地
…
松
木
村
跡
・
本
山
製
錬
所
跡

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
一
環
と
し
て
、
平
成

　
年
　
月
　
日（
金
）に
開
催
し
た
見
学
会

２５

１０

１８

に
は
、
市
内
外
か
ら
約
　
名
が
参
加
し
ま

３０

し
た
。
所
有
者
の
古
河
機
械
金
属
株
式
会

社
足
尾
事
業
所
と
の
共
催
で
、
松
木
村
跡

と
本
山
製
錬
所
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。

破
格
の
２
、５
０
０
円
の
献
金
を
受
け
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
銅
山
経
営
で
成
功
し
た
Ｇ
・

ビ
ビ
ア
ン
が
世
界
各
国
の
鉱
山
に
教
会
を

建
て
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
し
た
組
織
で
、

日
本
で
唯
一
そ
の
対
象
に
選
ば
れ
た
の
が

足
尾
銅
山
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
教
会
は
現
在
の
福
音
伝
道
教

団
に
受
け
継
が
れ
、
今
で
も
足
尾
地
域
唯

一
の
教
会
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
足
尾
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
貴
重
な
歴
史

的
建
造
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
光
地
域

の
金
谷
侍
屋
敷
主
屋
・
土
蔵（
旧
金
谷

カ
ッ
テ
ー
ジ
イ
ン
主
屋
・
土
蔵
）と
と
も

に
、
国
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）に
登

録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
松
木
村
は
、
煙
害
や
大
規
模
な
森
林
伐

採
、
大
火
に
よ
り
明
治
　（
１
９
０
２
）年

３５

に
廃
村
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
山
製
錬
所
跡
は
、
明
治
　
（
１
８
８

１７

４
）年
に
開
設
さ
れ
、
主
に
足
尾
銅
山
で

採
掘
さ
れ
た
銅
鉱
を
選
鉱
し
た
後
、
高
温

で
溶
解
し
て
化
学
的
に
銅
を
取
り
出
し
た

場
所
で
す
。
煙
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た

が
、
昭
和
　（
１
９
５
６
）年
に
 自
  熔
 製
錬

じ
 よ
う

３１

法
な
ど
を
応
用
し
た
技
術
を
世
界
で
始
め

て
実
用
化
し
、
煙
害
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

本
山
製
錬
所
跡
は
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。

恐
講
演
会

講
師
…
 近
  藤
 

こ
ん
 ど
う

 功
 氏（
富
岡
製
糸
場
世
界
遺

い
さ
お

産
伝
道
師
協
会
会
長
）

演
題
…
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
の

世
界
遺
産
登
録
活
動
に
つ
い
て

講
演
の
内
容
…
平
成
　
年
　
月
　
日（
土
）

２５

１０

２６

に
足
尾
公
民
館
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

富
岡
製
糸
場
世
界
遺
産
伝
道
師
協
会
は
、

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」（
群
馬

県
）の
平
成
　
年
世
界
文
化
遺
産
登
録
を

２６

目
指
し
て
、
普
及
啓
発
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
民
間
団
体
で
す
。
協
会
で
実

施
し
て
い
る
講
演
会
や
チ
ラ
シ
配
布
、
県

外
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
つ
い
て
、
年
間

　
日
を
超
え
る
活
動
の
具
体
的
な
説
明
が

３００あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
講
演
会
終
了
後
、
足
尾
銅
山
の

見学会の様子（松木村跡見学会の様子（松木村跡））

講演会の様講演会の様子子

足尾キリスト教会（国登録有形文化財登録予定足尾キリスト教会（国登録有形文化財登録予定））

　
く
わ
し
く
は
　

　
文
化
財
課
　世
界
遺
産
登
録
推
進
室
　

　
緯（
　
）１
８
６
１

３０

広報 にっこう １０

　
足
尾
に
残
る
文
化
財（
建
造
物
）

恐
古
河
橋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　（
国
指
定
重
要
文
化
財《
建
造
物
》）

　
古
河
橋
は
、
足
尾
銅
山
の
物
資
輸
送
の

た
め
に
足
尾
地
域
北
部
の
渡
良
瀬
川
に
架

け
ら
れ
た
橋
長
約
　
ｍ
の
鉄
橋
で
す
。
明

４９

治
　（
１
８
９
０
）年
に
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ー

２３
コ
ー
ト
社
か
ら
鋼
材
を
輸
入
し
て
架
設
さ

れ
ま
し
た
。
以
後
、
新
し
い
橋
が
架
橋
さ

れ
る
平
成
５
年
ま
で
の
　
余
年
に
わ
た
っ

１００

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
古
河
橋
は
、
足
尾
銅
山
の
近
代
最
初
期

に
整
備
さ
れ
た
施
設
の
う
ち
、
ほ
ぼ
完
存

す
る
唯
一
の
遺
構
で
、
歴
史
的
価
値
が
高

い
も
の
で
す
。
こ
の
橋
は
、
日
本
で
も
数

多
く
架
設
さ
れ
た
同
社
製
の
ボ
ル
ト
接
合

に
よ
る
 橋
梁
 の
中
で
、
原
位
置
に
残
る
も

き
ょ
う
り
ょ
う

の
と
し
て
は
、
日
本
最
古
の
遺
構
で
す
。

ま
た
、
西
洋
の
先
端
技
術
を
導
入
し
、
短

期
間
で
近
代
化
を
達
成
し
た
橋
梁
分
野
の

技
術
的
展
開
を
示
す
遺
構
と
し
て
重
要
な

〜
世
界
遺
産
国
内
暫
定
一
覧
表
へ
の

古河橋（国指定重要文化財古河橋（国指定重要文化財））

足
尾
銅
山
を

世
界
遺
産
へ

追
加
記
載
を
目
指
し
て
〜

こ
と
か
ら
、
１
月
　
日
に
国
重
要
文
化
財

２７

（
建
造
物
）に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

恐
足
尾
キ
リ
ス
ト
教
会
　
　
　
　
　

　（
国
登
録
有
形
文
化
財《
建
造
物
》

　
登
録
予
定
）

　
足
尾
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
明
治
　
（
１

４１

９
０
８
）年
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
マ
イ
ナ
ー

ズ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
、
当
時
と
し
て
は

　
平
成
　
年
　
月
号
で
は
、
足
尾
銅
山
産
業
遺
産
の
国
史
跡
の

２５

１０

追
加
指
定
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
国
重
要
文
化
財（
建
造
物
）の
指
定
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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